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まえがき 

 

長寿社会を迎え、認知症が大きな課題としてとりあげられている。原因の追究、根

本治療の開発は勿論であるが、現実に当面する最も重要なことは、介護をめぐる問題

であろう。認知症が存在し、増加傾向にある現状の中では、介護は緊急を要する課題

で、学際的立場から総力をあげて取り組む必要があろう。 

認知症介護研究・研修大府センターでは、設置準備段階からすでにこの問題をとり

あげ、多角的な立場から検討を進めてきた。平成 16 年度もこうした一連の研究体制

の中で、介護を実践するにあたり、中核となるいくつかの課題について、事業、研究

が実施された。 

認知症の在宅介護では、地域ぐるみのの対応が重要であるとされているが、その内

容や具体的な実施面で、まだ一定の見解がない。この点について、介護に関連する様々

なグループを統合し、システム作りを模索してのモデル事業は重要で、今後の展開が

期待される。認知症は、成因により病態にかなりの差異があり、介護の実践には、こ

のことを念頭に推進する必要が指摘されている。この意味で、レビー小体型痴呆、前

頭側頭型痴呆とアルツハイマー型痴呆との比較研究は極めて興味があり、介護に焦点

を合わせてのさらなる追求が必要であろう。 

認知症介護での何がしかの介入が有効であるかどうかを明確にするためには、客観

的指標をとりあげ、説得力あるデータを示すべきである。脳機能画像もその一つで、

研究の方法論として、どのように組み込むかが重要とされる。認知症の日常生活行動

で最も大切なことは、コミュニケーションの障害であろう。現実には、どのように障

害されているのか、どんな点で問題があるのか、など様々なポイントを明らかにする

ことは、介護の実践の上で極めて重要である。また、認知症では、ＡＤＬが具体的に、

どのような形で崩壊されているのか、その内容を詳細に分析することは、認知症の実

態に迫る重要な一つの側面である。今回の研究で、これらの点についても鋭いメスが

入れられ、これまでにないすぐれた成果が得られた。 

認知症の介護には、検討を迫られている課題は山積みされており、多くの力を結集

し有用な成果があげられるよう最大の努力が望まれる。 



今回の成果は、その一端にすぎないが、認知症介護の領域で何らかの寄与をしたも

のと信ずる。これを土台に、さらなる飛躍、発展を期待したい。これらの貴重な事業、

研究の推進に協力された多くの方々、大府センターの関係者の方々に深甚の謝意を表

する。 

 

平成１７年３月 

                社会福祉法人 仁至会 

               理事長  祖父江 逸郎 
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